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登録リスト（該当：29件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 中心部の湯川]	中心部の湯川	駅から温泉街までは殺風景であった湯川も、温泉街中心部では他の温泉にも引けを取らないような風光明媚な姿を見せる。
こういった雰囲気の遊歩道を駅から湯川沿いに整備すれば、旅の始まりから最後まで、旅行者の期待を損なわせないだろう。	2024-02-13
	2	[image: 上田交通真田傍陽線廃線跡]	上田交通真田傍陽線廃線跡	上田駅と真田駅を結んでいた路線。1927年に開業し1972年に廃止された。現在では遊歩道として整備されている。
実際に訪れたことで上田の繁栄の歴史や当時の姿を感じることが出来た。	2024-02-02
	3	[image: 相染橋から見た湯川]	相染橋から見た湯川	相染橋から上田市街地方向に見た湯川。
温泉街の玄関口である駅から温泉街まで流れている川にしては殺風景すぎる。
ここに駅から温泉街までの遊歩道を整備してみてはどうだろうか。	2024-02-01
	4	[image: 北向観音前・温泉街]	北向観音前・温泉街	川を中心とした、温泉街らしい風情のある光景。
道中もこうなれば魅力的だろう。
駅の近くからこの付近まで湯川という川が流れているので、湯川沿いにこういった風情のある遊歩道を整備すれば、駅から温泉街までが退屈であるという課題の解決につながるだろう。	2024-02-01
	5	[image: 上田城のすぐ隣を走っていた真田傍陽線の跡]	上田城のすぐ隣を走っていた真田傍陽線の跡	かつて上田市から真田地域、菅平高原方面に繋がっていた真田傍陽線（さなだそえひせん）は、上田城のすぐ横を走っていたとされる。今では、上田城のケヤキ並木遊歩道となっている。他にも、街中には路線の跡が残っており、昔の菅平高原開発の名残が見て取れる。	2023-11-30
	6	[image: 八ヶ岳高原、カラマツ林の遊歩道]	八ヶ岳高原、カラマツ林の遊歩道	八ヶ岳高原音楽堂の駐車場から音楽堂までカラマツ林の中の遊歩道が数百メートル続いています。遊歩道を進み、カラマツ林の自然を満喫しながら音楽堂へ。まだ新芽も出ていないので森の中は遠くまで見通せます。樹木もカラマツばかりでなくそれぞれに異なります。自然環境の恵みをいやおうなしに感じました。雨降りにもかかわらず得難い体験をしました。また来てカラマツ林の自然を満喫したい！	2023-04-17
	7	[image: 矢出沢川遊歩道]	矢出沢川遊歩道	矢出沢川沿いに長く続く遊歩道。
隣の川には魚や水鳥も泳いでおり、春になると桜が道沿いに咲き、季節の訪れを感じさせてくれます。上田城ほどの量はありませんが、落ち着いた雰囲気を感じ取れます。	2022-10-22
	8	[image: 別所温泉駅②]	別所温泉駅②	別所温泉を出てすぐには古い電車や名物のおはぎやだんごを売っているお土産屋さんが2つほどあり、少し遠いですが下っていくとあいそめの湯という温泉もあった。この付近はかなり道が綺麗にされていた。
逆に坂を昇っていくと別所温泉遊歩道になり、石湯などいくつかの温泉や北向観音があった。標識がいくつか建っていて、外国語表示のものもあり観光地としてかなりいいと思った。しかし、駅を出て遊歩道に向かう途中から道があまり舗装されておらず歩きにくい印象を得た。舗装されているのが駅前の少しの範囲だけなのでそこを改善出来たらいいと思う。また、フィールドワークで来るまでおはぎやだんごが名物として売られていることすら知らなかった。	2021-12-20
	9	[image: 上田城二の丸橋]	上田城二の丸橋	上田の名所、上田城で真っ先に観光客を迎えるのがこの二の丸橋。下は遊歩道になっているためくぐり抜けることも可能です。
かつて下を電車が運行していたというこの橋。下から仰ぎ見ればその大きさ、歴史を体感できるでしょう。	2021-11-15
	10	[image: 見逃していた場所]	見逃していた場所	上田城へは何度か訪れていたのだが、今回の散策で注意深く辺りを見回していると、上田城に遊歩道があることに気がついた。トンネルのようなものの奥には紅葉が広がり、写真に撮りに来ている方が多くいた。ここへ来るまで随分とかかったので、写真のベンチで休んだ。	2021-11-14
	11	[image: 上田城跡公園　遊歩道]	上田城跡公園　遊歩道	2021年5月5日
上田公園の遊歩道です。	2021-05-06
	12	[image: 上田城跡公園　さくら]	上田城跡公園　さくら	2021年の桜です。
ライトアップされており、とても綺麗です。	2021-05-06
	13	[image: 竜ヶ池]	竜ヶ池	臥竜公園にある池が竜ヶ池である。
須坂市は竜の里と呼ばれ、池には竜が眠っていると言われている。
池には多くの鯉が泳いでいる。鯉は竜になることからいるのだろう。
アヒルボートで遊べるので家族連れやカップルで行くと良い。また、前澤社長のふるさと納税でボートを新しくしたようだ。	2021-05-04
	14	[image: [14/09/11]角間渓谷遊歩道入口・岩屋観音]	[14/09/11]角間渓谷遊歩道入口・岩屋観音	「角間渓谷遊歩道入口」と記された案内板が立っています。「猿飛佐助修行の地」ですか。案内板にはシシの牢、岩屋観音、猿飛岩、鞍はずしの岩、天狗の遠見台、見晴台、角間温泉、鬼ヶ城がイラストで描かれています。奇岩怪石に特色があるエリアであることがわかります。猿飛佐助の物語の源泉とも言うべき場所であることがわかります。

岩屋観音などは以前も訪れたことがあり、この日は参道の階段を下から見上げるだけにとどめておきました。

帰り際、参道階段下の石碑に着目しました。「親鸞聖人室恵信尼公　療養之地」と記されています。	2021-05-01
	15	[image: [14/09/11]角間渓谷・鬼ヶ城と岩屋館]	[14/09/11]角間渓谷・鬼ヶ城と岩屋館	角間温泉は岩屋館のみが存在する温泉です。秘境の湯という感じがします。

この辺りから急に岩の絶壁が角間川に迫り、この道路もその間をぬって延びているかような場所です。「鬼ヶ城」の説明板には「角間鬼ヶ城遊歩道周囲略図」が描かれています。遊歩道に沿って行くと、鬼ノ門、鬼ヶ城があり、一杯清水の近くを通ってこの場所に戻れるようになっています。

それにしても、真田幸村ばかりでなく、坂上田村麻呂の伝説まであるとは恐れ入りました。	2021-05-01
	16	[image: 上田駅周辺の変化]	上田駅周辺の変化	今回中心として見ていく上田駅は、1888年(明治21年)に官設鉄道の長野駅－上田駅間の開業に伴い、終着駅として開業した。
いままで様々な線の始発駅や途中駅、終着駅として昔から現在まで活躍している。
上記の画像は2021年(令和3年)　1月26日にGoogle Mapで上田駅周辺を見た状況となっている。現在どのようになっているのかが分かる。

今回発見した1922年(大正11年)の上田市全図では、市役所や小学校・中学校などの主要な建物が上田駅周辺に集まっていることが資料から分かった。
また、上田駅が上田停車場と記載されている。この上田停車場という言葉で調べてみると、上田駅お城口を出てすぐの長野県道162号上田停車場線が出てきて、日本一短い県道とされているという情報を知ることができた。

次に発見した1928年(昭和3年)の大日本職業別明細図	2021-01-27
	17	[image: 上田城]	上田城	上田城は徳川軍を二度にわたって退けたことで知られているのだそう。
駐車場から上田城に向かうけやき並木遊歩道は紅葉した木々に囲まれていてきれいだった。
写真は本丸東虎口に復元された櫓門。	2020-11-04
	18	[image: 上田城跡公園からの遊歩道]	上田城跡公園からの遊歩道	駐車場から上田城に向かう途中で通った道です。左右に木が植えられており、その木々が赤や黄色、緑の色に紅葉していて癒やされる空間でした。老木のためケヤキの枯れ枝の落下に関する注意書きが書かれて、古くから上田城を守っている様子をうかがえます。	2020-11-04
	19	[image: 上田城東側の遊歩道]	上田城東側の遊歩道	上田城と二の丸通りの間にある遊歩道の写真。
昭和3年から昭和47年まで走っていた路線の廃線跡地で、当時の駅のホームらしき石造りの建造物を見ることができる。欅の木やモミジを楽しみながら散歩を楽しむことができる。	2020-10-30
	20	[image: 上田探検Ⅰ　まとめ]	上田探検Ⅰ　まとめ	最初の上田探検では、初めて別所方面へ行きました。車で向かったのですが、別所温泉まで行ける「別所街道」をまっすぐ走ると到着するのでさすが観光地だなと感じました。雰囲気は大学近くとは違い植物や空気がきれいで自然豊かでした。安楽寺や常楽寺へ向かう途中には案内が出ていたので、知らない人でも訪れやすいなと思いました。次の上田探検も楽しみです。	2020-10-28
	21	[image: 別所温泉遊歩道展望台]	別所温泉遊歩道展望台	別所までなんと自転車で来たのだが、道中長い坂が印象に残っているが登ってきただけにとても見晴らしが良いところが多い！
写真の右側に写る少し低い山地は僕の実家の上田駅方面と塩田方面を見事に遠回りさせているものである。
あれがなければもっとはやく学校に行けるのに・・・！と思った一枚です。	2020-10-20
	22	[image: 上田探検Ⅰ　安楽寺　黒門]	上田探検Ⅰ　安楽寺　黒門	この門を黒門と呼びここが安楽寺境内の入り口にあたります。寛政4年（1792年）に建てられました。この門から安楽寺までは徒歩で行くと少し時間がかかります。車でも行くことができます。近くには遊歩道があり、そこからは上田市を一望できて最高の景色です。	2020-10-18
	23	[image: 信州国際音楽村・遊歩道]	信州国際音楽村・遊歩道	信州国際音楽村では、音楽と芸術をひとつのきっかけに、豊かな心を心を育む交流の場所・社会教育施設として整備がすすめられ、昭和61年から平成4年にかけて、音楽や花づくりを通じて地域交流と文化振興が図られてきました。季節によって、梅、桜、水仙、ラベンダー、バラなどの景色を見ることができるようです。ぜひ季節ごと足を運びたい場所です。緑に囲まれた遊歩道を歩いていると、木漏れ日や鳥の鳴き声が心地よかったです。犬の散歩をしている方や、家族で散歩をしている姿が多く見られました。自然の空気を感じ、心も癒されるので、森林浴にもぴったりです。	2020-06-24
	24	[image: 堀から鉄路、遊歩道へ（公園前駅跡）]	堀から鉄路、遊歩道へ（公園前駅跡）	切通しの底にある、立派な石のトンネルと低い石積みのホーム。

ここは公園前駅の跡。
元々は上田城の二の丸掘りであったところに、1927年に真田傍陽線が通された。
トンネルに見えるのは上田城址公園への橋で、側面上部には電線を通すための碍子（がいし）も残されている。

廃線後、現在はケヤキ並木遊歩道として整備され、人々の憩いの場所となっている。

城の守りの要から人々の生活の足へ、そして憩いの遊歩道へ。
不思議な人生（土地生？）もあるものだ、と考えた。	2020-06-22
	25	[image: 市街地の片隅に遺るもの（上田交通真田傍陽線の橋脚跡）]	市街地の片隅に遺るもの（上田交通真田傍陽線の橋脚跡）	上田市の中心部にほど近い、川沿いの遊歩道。
歩いていると突然、まっすぐ続く護岸の中に他とは違って出っ張った、左右対称のコンクリートの柱が現れた。

これは、今から約90年前に開業し約50年前に廃止された、上田交通の真田傍陽線の橋の跡である。
このコンクリートの上部のくぼんだ部分に鉄骨でできた橋げたが乗せられ、その上を毎日電車が走り抜けたのであった。

こういった遺構は、多くの場合には再開発の際に取り壊されてしまったりするものであるが、ここでは遊歩道の一部として再整備されている。
片方の柱は柵が取り付けられて遊歩道の一部に、もう片方は民家の敷地となっている。

このようなものが、市街地のしかも中央郵便局のすぐ近くというような発展した場所に残っているというのは、
全国的に見てもかなり珍しい	2020-06-02
	26	[image: 鎌倉道遊歩道]	鎌倉道遊歩道	鎌倉道遊歩道というほぼ一直線の長い道がありました。周りの建物が少なくて山が良く見えます。	2020-05-26
	27	[image: 上田なのに鎌倉・・・？]	上田なのに鎌倉・・・？	生島足島神社からすぐ西側の道にこんな看板が立っていました。
「鎌倉道遊歩道？上田なのに？」と思い写真を撮りました。
後に調べてわかったことなのですが、ここ塩田平は鎌倉時代に塩田北条氏が統治したことから「信州の鎌倉」と呼ばれているそうです。	2020-05-26
	28	[image: 僕が撮った矢出沢川]	僕が撮った矢出沢川	北國街道の隣にたたずむ小さな川。
そこから見る景色は僕たちの少年時代を思い出す。
川の横には細い遊歩道が続いています。
ちなみにこの遊歩道はかなり長く甘く見ていると途中で挫折するかもしれません。	2020-05-25
	29	[image: 日本百名山の妙高山が逆さに！いもり池]	日本百名山の妙高山が逆さに！いもり池	場所：新潟県妙高市関川
昔はイモリがたくさんいたことからいもり池と呼ばれるようになりました。周囲５００メートルほどの遊歩道が整備されており、1周15分ほどで気軽にまわることができます。また四季を通じて、さまざまな草花や野鳥を見ることができます。
晴れた日には水面に逆さになった日本百名山の一つ、妙高山が眺められます。
4月下旬には、雪解けとともに10万株以上ものミズバショウが咲き乱れ、とても美しいです。	2020-05-25
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